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生態園をモデルとした放射性物質の分布及び移行に関する研究
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１ 目的

平成23年（2011年）３月に発生した東京電力福島第一原

子力発電所の事故により大気中に放出された放射性物質

は、本県の一部地域にも影響を与えた。放射性物質は①地

表面から地下への浸透、②放射性物質を吸着した土砂の河

川・湖沼への移動、③森林・農作物・動植物への移行など、

様々な経路で環境中を移動することが推測されるが、その実

態は必ずしも明らかではない。そこで本研究では、当センタ

ーの生態園において、土壌や動植物など環境中での放射

性物質の移動に関与すると考えられる各種媒体の放射性物

質濃度を調査し、環境中での放射性物質の分布や移行、蓄

積状況等の実態を把握することを目的とする。

２ 方法

生態園内において、利用形態の異なる土壌、池水及び底

質、動植物等の試料を採取し、ゲルマニウム半導体検出器

を用いたガンマ線スペクトロメトリーによる放射性物質濃度の

測定を行った。

そのほかに、土壌に非放射性セシウム(以下セシウムとす

る)を10μg/g添加し、土壌溶出試験及び風化実験を行い、

土壌中のセシウムの存在形態について評価を行った。

３ 結果

土壌の放射性物質については、全体の傾向としては過去

２年間の結果と同様に、より地表に近い部分の濃度が高い

傾向を示し、放射性物質は現在でも土壌表層付近にとどま

っていた。その度合いや蓄積量は土地の利用形態で異な

り、田畑では、土壌の耕起によるものと思われるが下層の濃

度がやや高く、また樹木や落葉層(リター層)に覆われた林地

よりも、開放地である果樹園・原っぱの方が上層の濃度は低

いことなどが分かった。

動植物等の濃度も過去２年間の結果と同様に、土壌の濃

度や一般食品中の基準値(100Bq/kg)と比較してはるかに低

い濃度であった。また、半減期が比較的短いCs-134は、多く

の試料で検出下限値未満となった。

土壌溶出試験では、土壌中のセシウムの存在形態を、水

溶出態、イオン交換態、酸可溶態及び鉄酸化物態として溶

出試験を行った。また溶出されずに土壌に固定された形態

を残渣態とした。このうち、水溶出態とイオン交換態が比較的

移動しやすい形態である。各土壌の溶出試験の結果を表１

に示す。セシウム添加直後の水溶出態の割合は、全ての土

壌で全体の2％以下であった。またイオン交換態の割合は30

～50％前後と、比較的高い割合を示した。土壌間で比較す

ると、社寺林表層や底質の水溶出態は、果樹園や田畑よりも

やや高い割合を示した。

表１ 土壌溶出試験によるセシウムの水溶出態と

イオン交換態の存在形態割合

風化実験では、土壌を高温湿潤条件(40℃)で風化し、一

定期間ごとに溶出試験を行い、セシウムの存在形態の経時

変化を調べた。結果を図１に示す。土壌表層では溶出割合

に大きな変化は見られなかったが、下層では溶出割合が減

少した。減少割合は社寺林よりも果樹園が大きいが、この違

いは土壌中の有機物含量によるものと考えられる。

図１ 風化実験によるセシウム溶出割合の経時変化

(溶出割合=水溶出態とイオン交換態の合計割合)

４ 今後の研究

放射性物質の移動媒体について引き続き調査を進めると

ともに、媒体内、媒体間における移行状況の評価を行う。
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果樹園0～1 cm 0.22 36

果樹園5～20 cm 0.25 40

畑0～5 cm 0.33 36

畑5～20 cm 0.35 37

田0～5 cm 0.22 33

田5～20 cm 0.25 34

社寺林0～1 cm 0.80 51

社寺林5～20 cm 0.36 56

下の池 底質 1.1 55

林内池 底質 1.7 51
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